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Ⅰ 学力調査実施の概要 

 

 １ 調査の趣旨 

   本市児童生徒の学力の実態を把握するとともに、課題を明らかにして学習指導の 

  改善を図ることにより、確かな学力を育成する。 

 

 ２ 調査対象 

   小学校 第２～６学年 

   中学校 第１～２学年 

 

 ３ 調査実施日 

   小学校 : 令和６年１２月１８日（水） 

   中学校 : 令和７年 １月１０日（金） 

 

 ４ 調査教科及び調査時間 

   小学校：第２～６学年  国語（４０分）、算数（４０分） 

   中学校：第１～２学年  国語（４５分）、数学（４５分）、英語（４５分） 

※出題範囲は、当該学年で学習した内容 

   

 ５ 使用検査紙 

   「標準学力調査」（東京書籍株式会社） 

 

 ６ 調査人数 

 

 

 
 

 

国 語 算数・数学 英 語 

調査 

人数 

実施率 

［％］ 

調査 

人数 

実施率 

［％］ 

調査 

人数 

実施率 

［％］ 

小学校 8,512 96.0 8,515 96.1 ― ― 

中学校 3,100 90.0 3,100 90.0 3,100 90.0 

 

合  計 

 

11,612 94.3 11,615 94,4 3,100 90,0 

 



Ⅱ　学力調査結果の概要（経年比較）
※全国値の正答率を50.0とした場合の換算値

１　小学校（上尾市全体）　
（１）同学年比較

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数

令和６年度 49.4 49.0 49.7 50.6 50.3 48.5 49.8 49.5 48.8 48.3 48.4 48.2
令和５年度 49.6 48.9 48.7 48.6 49.4 49.5 50.2 48.3 51.0 50.2 48.8 47.8
本年度増減 -0.2 0.1 1.0 2.0 0.9 -1.0 -0.4 1.2 -2.2 -1.9 -0.4 0.4

（２）同グループ比較

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数
令和６年度 50.3 48.5 49.8 49.5 48.8 48.3 48.4 48.2
令和５年度 48.7 48.6 49.4 49.5 50.2 48.3 51.0 50.2
本年度増減 1.6 -0.1 0.4 0.0 -1.4 0.0 -2.6 -2.0 

２　中学校（上尾市全体）
（１）同学年比較

国語 数学 英語 国語 数学 英語 国語 数学 英語

令和６年度 51.4 51.3 50.1 51.4 50.7 50.2 51.3 51.9 50.0
令和５年度 50.3 51.0 51.8 49.9 51.0 52.5 50.7 50.9 51.1
本年度増減 1.1 0.3 -1.7 1.5 -0.3 -2.3 0.6 1.0 -1.1 

（２）同グループ比較

国語 数学 英語

令和６年度 51.3 51.9 50.0
令和５年度 50.7 50.9 51.1
本年度増減 0.6 1.0 -1.1 

３　小学校（上尾市全体）

（１）同学年比較

第２学年→第３学年 第３学年→第４学年

全　　体 第２学年

第１学年→第２学年

全　　体 第１学年 第２学年

第３学年 第４学年 第５学年 第６学年

第４学年→第５学年 第５学年→第６学年

47.0

48.0

49.0

50.0

51.0

52.0

53.0

54.0

R5 R6

国語

47.0

48.0

49.0

50.0

51.0

52.0

53.0

54.0

R5 R6

算数
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（２）同グループ比較

４　中学校（上尾市全体）
（１）同学年比較

（２）同グループ比較
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Ⅲ　考察
１　標準スコアの結果から　※標準スコアは全国値の正答率を５０としたときの換算値

（１）小学校

　　ア　同学年比較

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数

令和６年度 49.4 49.0 49.7 50.6 50.3 48.5 49.8 49.5 48.8 48.3 48.4 48.2

令和５年度 49.6 48.9 48.7 48.6 49.4 49.5 50.2 48.3 51.0 50.2 48.8 47.8

本年度増減 -0.2 0.1 1.0 2.0 0.9 -1.0 -0.4 1.2 -2.2 -1.9 -0.4 0.4

　　イ　同グループ比較

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 算数

令和６年度 50.3 48.5 49.8 49.5 48.8 48.3 48.4 48.2

令和５年度 48.7 48.6 49.4 49.5 50.2 48.3 51.0 50.2

本年度増減 1.6 -0.1 0.4 0.0 -1.4 0.0 -2.6 -2.0 

（２）中学校

　　ア　同学年比較

国語 数学 英語 国語 数学 英語 国語 数学 英語

令和６年度 51.4 51.3 50.1 51.4 50.7 50.2 51.3 51.9 50.0

令和５年度 50.3 51.0 51.8 49.9 51.0 52.5 50.7 50.9 51.1

本年度増減 1.1 0.3 -1.7 1.5 -0.3 -2.3 0.6 1.0 -1.1 

　　イ　同グループ比較

国語 数学 英語

令和６年度 51.3 51.9 50.0

令和５年度 50.7 50.9 51.1

本年度増減 0.6 1.0 -1.1 

　同学年比較では第１学年の国語、第２学年の国語と数学において、昨年度の結果を上
回った。また、同グループ比較では、国語と数学において伸びが見られた。なお、標準ス
コアについては、すべての学年、教科において標準スコアが５０を上回っており、基礎
的・基本的な学力は定着していると考えられる。

　同学年比較では第３学年の算数、第４学年の国語、第５学年の国語と算数、第６学
年の国語を除く学年、教科で昨年度を上回った。また、同グループ比較では、第３学
年の国語、第４学年の国語において伸びが見られた。なお、第２学年の算数、第３学
年の国語では、標準スコアが５０を上回った。昨年度よりも数値を伸ばした学年、教
科については、学力向上プランや学力調査結果等を活用するなどして授業改善、学習
内容の習熟を図った取組が結果に表れたと考えられる。

第２学年→第３学年 第３学年→第４学年

全　　体 第２学年

第１学年→第２学年

全　　体

第６学年

第４学年→第５学年 第５学年→第６学年

第１学年 第２学年

第３学年 第４学年 第５学年
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２　各問題の内容ごとの正答率の結果から

（１）小学校

　　ア　第２学年

　【国語】

【算数】

　情報と情報との関係について理解し、相手の発言を受けて質問することに課題
がある。指導にあたっては、尋ねたり応答したりしたりするなどの少人数の話合
い活動を取り入れるなどして、「話すこと」に関する指導事項と「聞くこと」に
関する指導事項との関連を図ることが重要である。

　加法に関して成り立つ性質や、かさの単位の関係の理解に課題がある。加法に関して成り立
つ性質の指導にあたっては、具体的な場面の文脈に沿って、図や式と関連付けながら理解でき
るようにすることが重要である。また、かさの単位の関係については、実際のかさの測定を通
して、目盛りの仕組みや単位の意味を関連付けながら指導することが重要である。
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　　イ　第３学年

　【国語】

【算数】

　様子や行動を表す語句の量を増し、語彙を豊かにすることに課題がある。指導に
あたっては、授業の中で重点として示した語句のまとまりを中心としながら学習の
中で必要な語句を取り上げたり、学習の中で語句を使うことを通じて、日常生活の
中でも使いこなせる語句を増やし、習得させることが重要である。

　問題場面を数理的に捉えたり、式の根拠を説明したりすることに課題がある。
問題場面を数理的に捉えるためには、問題場面を数や式、言葉、図などと関連付
けながら説明する活動を充実させる必要がある。また、問題の解決過程を振り返
り、その根拠を図や式などをもとに説明することも重要である。
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　　ウ　第４学年

　【国語】

【算数】

　情報と情報との関係について理解し、理由や事例などを挙げながら話すことに
課題がある。指導にあたっては、調べたことを話したり、それらを聞いたりする
活動を取り入れるなどして、相手に伝わるように理由や事例などを挙げながら、
話の中心が明確になるよう話の構成を考えさせることが重要である。

　図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目して、図形を考察することに課題が
ある。図形の指導にあたっては、図形の観察・弁別の過程で既習の図形を捉え直すこと
を自覚的に行うことが重要である。さらに、観察・弁別の過程で見出した図形の性質を
意識しながら作図や構成を行うことで、図形に対する理解を深めていく。
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　　エ　第５学年

　【国語】

【算数】

　連用修飾語についての理解に課題がある。指導にあたっては、文を構成する語
句に着目させ、「何を」や「いつ・どこで・どのように」などに当たる語句と、
「～する」などに当たる語句との関係を明確にし、文の中での語句と語句の係り
方について理解させていくことが重要である。

　小数のかけ算やわり算を用いて具体的な場面を数理的に処理する過程を説明すること
に課題がある。身の回りには、小数で表された量が多く存在することから、そのような
場面を算数の問題場面として適宜設定し、小数やその計算を日常生活で生かそうとする
態度を育成することや、問題解決過程を振り返り、説明する活動を多く取り入れること
が重要である。
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　　オ　第６学年

　【国語】

【算数】

　比の意味や表し方の理解に課題がある。比の指導にあたっては、具体的な場面
と関連付けながら、比の相等とそれらの意味について理解することが重要であ
る。また、比は、比例や反比例、縮図・拡大図等の指導と関連付けながら指導
し、相互に理解を深めていくことが重要である。

　漢字を正しく書くこと及び予想される反論とそれに対する意見を書くことに課題がある。漢
字を書くことについては、配当漢字を漸次書き、文や文章の中で使用することが重要である。
予想される反論とそれに対する意見を書くことについては、相手が意図することや話の内容を
捉え、相手と自分の考えを比較しながら自分の考えをまとめ、表現することが重要である。
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（２）中学校

　　ア　第１学年

　【国語】

【数学】

　情報と情報との関係について理解し、自分の考えが伝わる文章になるよう工夫する
ことに課題がある。指導にあたっては、本や資料から文章や図表などを引用して説明
したり記録したりするなど、事実やそれを基に考えたことを根拠を明確にしながら文
章を書かせることが重要である。

　座標の意味についての理解に課題がある。座標の意味としては、直交した２本
の数直線によって平面上の点が一意的に表されることを理解することが重要であ
る。指導にあたっては、関係する二つの数量について、一方の値を決めれば他方
の値がただ一つ決まるといった関数関係の意味理解と関連付けながら理解を深め
ていくことが重要である。
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【英語】

　　イ　第２学年

　 【国語】

　情報と情報との関係について理解し、目的に応じて複数の情報を整理しながら内容
を解釈することに課題がある。指導にあたっては、報告や解説などの文章を読み、理
解したことや考えたことを説明したり文章にまとめたりする活動をとおして、複数の
情報を整理しながら適切な情報を得られるよう指導することが重要である。

　対話を聞き、必要な情報を聞き取ることや、対話の流れに合った英文を書く
ことに課題がある。指導にあたっては、相手から聞き取った情報等について、
単語や短い語句で関連付けて整理するとともに、その情報をもとに英文を書く
等、領域を統合した活動を行うことが重要である。
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【数学】

【英語】

　式を用いて表したり読み取ったりすることに課題がある。式を用いて表したり、読み
取ったりするためには、文字が表す数量とその関係を理解できるようにする必要があ
る。指導にあたっては、文字を具体的な数に置き換えて考えるなど、数量の関係を把握
できるようにすることが大切である。

　対話を読み、対話の流れと資料から、適切な内容を選ぶことや、文脈に応じた
語句を判断することに課題がある。指導にあたっては、コミュニケーションにお
ける、目的・場面・状況を明確にした言語活動を設定するとともに、複数の情報
や資料の中から、場面や状況、対話の流れに応じて、必要な情報を捉える活動を
行うことが重要である。
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Ⅳ　まとめ
（１）成果

（２）課題

（３）今後の取組

ア　学力調査結果の効果的な活用

イ　「学力向上プラン」を軸としたＣＡＰＤサイクルの確立

Do

　小学校では、国語における「読むこと」の領域、算数における「図形」の領域におい
て、正答率が高い。このことは、各校で作成されている「学力向上プラン」において、
学力向上のための授業改善策として、少人数指導や習熟度別指導などの個の実態に応じ
た学習形態の工夫や、一部教科の教科担任制などに継続的に取り組んできた成果である
と考える。
　中学校では、国語における「書くこと」の領域や、数学における「関数」の領域にお
いて正答率が高く、学力向上プランに基づいた授業改善や、個別最適な学びや協働的な
学びを軸とした、主体的・対話的で深い学びの実践が進められていると考えられる。

　小学校において、国語における「書くこと」の領域や、中学校において、英語におけ
る「読むこと」の領域に課題が見られる。
　小学校国語の「書くこと」においては、身近なことや経験したことを報告したり、観
察したことを記録したりするなど、見聞きしたことを書く活動を行なうことが重要であ
ると考える。また、中学校英語の「読むこと」においては、読み手として主体的に考え
たり、判断したりしながら理解していくとともに、読み取った内容を相手に伝えたり、
意見や理由を述べたりすることが重要であると考える。

Act

Plan

上尾市学力調査結果から、各学年の学習内容
の定着の様子や取組の成果を分析する。

各学年で取り組むべき課題を焦点化し、年度
内に手立てを講じる。

授業改善の視点や具体的な手立てを検討し、
4月から実施するプランを作成する。

「学力向上プラン」に基づき、授業改善と学
力向上の取組を実施する。

Check

国・県の学力調査で、自校の課題や学力の伸
びを分析する。

問題を解くために求められる力や学力の伸ば
した取組を把握する。

学力を伸ばす手立てを検討し、１０月から実
施するプランを作成する。

「学力向上プラン」に基づき、授業改善と学
力向上の取組を実施する。

　各校では、学力調査結果を基に、児童生徒一人一人の課題を的確に把握するととも
に、学力調査分析結果を効果的に活用するなど、よりきめ細やかな指導が実施できるよ
う授業改善を行う。
　上尾市教育委員会では、学力調査結果から焦点化された課題について、具体的かつ効
果的な取組が行われるよう、「学力向上プラン」の内容について精査する。さらに、学
校訪問や研修会等を通じて、各校で作成された「学力向上プラン」を踏まえ、教員一人
一人が学習指導の工夫・改善を図ることができるように積極的な支援を行っていく。

　４月及び５月に実施される国や県の学力・学習状況調査と、１２月及び１月に実施さ
れる上尾市の学力調査のそれぞれの結果に基づき、各校で作成されている「学力向上プ
ラン」の見直しを年２回行う。定期的に「学力向上プラン」を見直すことで児童生徒の
状況を的確に把握し、教育課程の編成や学習指導の工夫、改善を行うなど、課題に対し
て早期に改善策を講じることができるようにする。

Act

Plan

Do

Check
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